
一

五
箇
圧
（
赤
川
、
草
野
を

一

一

除
く
〉
と
関
係
（
蛭
谷
、

一

一

谷
、
お
谷
を
除
〉

一

一

第
四
分
団
泊
西
部
と
草
野
、

赤
川

。
厚
生
委
員
協

髄

会

第

五

分

間

泊
東
部
と
笹
川

一

世
耕
作
業
用
料
自
動
和
（
緋
う
ん
機
に

一

二
月
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
鱗
会
常
任

一

第

六

分

間

境

と

宮

崎

よ

り

ト

レ

ラ

ー

を

け

ん

引

す

る

も

の

）

は

－

裳
員
会
均
議
室
に
お
い
て
泊
明
院
の
迎

消

防

叫

に
つ
い
て
は
割
五
十
三
台
あ
る

一道
路
迎
送
車
両
法
第
九
十
七
条
の
三
の
規

一

色
等
に

つ

い

て

協

議

さ

れ

る

。

内

一二
台

（境
、
笹
川
、
縦
町
）
を
廃
京

一
定
に
よ
り
紅
白
動
車
と
し
て
町
出
し
、
車

。

佳

設

委

員

協

議

会

し

。

当

分

十

台
を
各
分
間
、

消
防
車
に

一
一向
番
サ
際
の
交
付
守
受
け
な
け
れ
ば
泊
路

一二
校
橋
1
月
山
間
橋
擦
の
つ
な
ぎ
道
路

mw
一
平
す
る
が
一
二
年
後
に
再
度
一
二
台
の
廃

一
上
を
連
行
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は

一

の
こ
と
に
つ
い
て
二
月
二
十
日
午
後
一
点
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

一
品
協
、
そ
の
他
か
ら
お
聞
か
む
の
こ
と
、
目

一

時
か
ら
役
峨
に
お
い
て
協
議
会
が
聞
か

十

台

の

配

単
に
つ
い
て
は
一

oodF機
－
い
ま
す
。

れ
る
。

能
の
発
揮
で
き
る
も
の
を
消
防
謡
、
谷

一

そ
れ
で
尉
出
車
内
が
相
当
数
あ
れ
ば、

つ
な
ぎ
道
路
に
つ
い
て
は
泊
駅
へ
の
最
・

分
団
に
一

台
宛
配
車
し
、
残
り
三
台
を
一富
山
陸
連
事
務
所
よ
り
当
地
へ
出
践
す
る

思
コ
1

ス
、
既
設
の
利
用
等
を
勘
案
し

’

当
分
、
第
二
分
団
、
第
三
分
間
、
第
六

一回
目
的
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
当
町
の

－

地
元
と
の
交
渉
を
進
め
る
。
そ
の
他
南

一

分
間
に
賀
く
、
位
置
、
ど
の
車
を
何
処
一
届
出
件
数
含
液
ま
と
め
た
上
、
陸
迎
務
務

一

保
、
山
崎
に
お
け
る
道
路
の
積
地
の
貨

と
云・
守
こ
と
は
問
に
任
す

。

所

へ

連
絡
放
し
度
く
思
い
ま
す
の
で
四
月

一

枚
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
る
。
改
組
は
消
防
力
の
強
化
令
図
る
べ
き
で
一
日
ま
で
朝
日
町
役
場
財
政
棋
の
方
へ
御

一
O
総
務
委
員
会

一

あ
る
か
ら
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
羽

入

述

格
下
さ
い
。

一

二
月
二
十
七
日
午
前
十
時
か
ら
消
防
団

一

消

火
栓
、
貯
水
惜
の
増
設
を
行
う
。

一

の
改
組
に
つ
い
て
委
員
会
が
聞
か
る
。

一

三
十
七
年
度
か
ら
大
型
車
の
更
新
を
関

一

従
来
の
地
区
名
称
を
改
め
朝
日
町
第

一
一

る
等
の
当
局
案
を
協
議
会
に
諮
ら
れ
、

一

分
間
J
第
二
分
間
と
云
う
名
称
に
す
る

一

次
の
よ
う
な
要
思
を
考
慮
す
る
こ
と
と

一

改
組
に
よ
る
消
防
力
の
弱
体
犯
を
防
ぐ

一

し
て
団
に
一
任
す
る
こ
と
と
な
る
。

一

た
め
、
機
動
力
の
充
実
を
図
る
。
小
型

一

ω消
防
力
企
低
下
を
来
き
ぬ
こ
と
。
小

一

動
力
ポ
ン
プ
の
導
入
。
消
火
栓
、
貯
水

一

川
以
西
は
小
川
と
云

4
川
に
よ
り
交

一

槽
の
設
置
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
一
番
問
一

通
に
不
便
も
あ
る
か
ら
特
に
考
慮
さ

題
に
な
る
消
防
装
備
の
配
慨
に
つ
い
て
一

れ
た
い
。

一

は
消
防
機
能
発
揮
の
重
大
な
こ
と
が
ポ

一

間
消
防
問
、
消
防
署
の
命
令
系
統
を
一

一

イ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
聞
に
任
す
こ
と

一

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一

が
よ
い
と
云
『
意
気
に
寝
る
。

一

聞
大
型
車
の
行
動
範
囲
を
二
粁
と
す
る

一
八
〉
全
員
溺
議
会

一

と
そ
の
行
動
範
聞
か
ら
は
ず
れ
る
部

一

二
月
二
十
九
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
一

落
も
あ
る
か
ら
か
か
る
と
こ
ろ
は
速

一

消
防
団
の
改
組
の
問
題
、
泊

t
境
中
学

一

や
か
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
充
実
を

－

の
統
令
問
題
に
つ
い
て
の
経
渦
報
告
等

一

期
す
る
こ
と
。

に
つ
い
て
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
る
－
削
水
路
、
道
路
を
改
修
し
消
防
活
動
を

・
消
防
団
の
改
組
に
つ
い
て
は

一

便
な
ら
し
む
る
と
と
等
々
。

従
来
の
九
分
聞
を
六
分
団
に
翻
成
替
え

一
O
復
業
委
員
会

発
行
う。

一

三
月
一一一日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
管
内

名
称
に
つ
い
て
は
地
区
分
間
名
を
廃
し

一

視
察
を
行
う
o
，

次
の
よ
う
に
名
称
と
区
域
を
改
め
る
。
一
〈
V

厚
生
委
員
会

第
一
分
団
出
崎
全
域
と
蛭
谷
、
谷、

一

一一一
μ

一
一
一
日
午
後
二
時
よ
り
議
会
常
任
要

石

谷

員

会

室

に

お

い

て

伝

染

病

患

者

輸

送

救

第

二

分

団

急

車

購

入

の

件

に

つ

い

て

協

議

さ

る

。
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大

屋

海

岸

の

テ
ト
ラ

ポ
ッ
ト

農
耕
作
業
用

軽
自
動
車
の
届
出
に
つ
い
て

労
務
者
募
集
業
内

日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
業
株
式
会
社
魚
津

工
場
で
は
毎
年
臨
時
工
負
八

O
O名
雇
用

し
生
産
に
励
ん
で
居
り
ま
す
と
こ
ろ
が
近

年
各
県
と
色
非
常
に
工
菜
が
発
展
し
中
小

工
業
が
日
増
に
誘
致
さ
れ
る
現
状
で
あ
り

勢
い
工
員
が
減
じ
生
産
に
も
大
変
困
っ
て

居
り
ま
す
こ
の
と
き
を
見
逃
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
郡
内
の
二
、
＝
一
男
対
策
の
一
環
と

し
て
も
此
の
良
レ
働
、
辛
口
場
を
大
い
に
利
用

致
し
ま
し
ょ
う
。

期
日

詑魚
崎
仲
職
業
安
定
所

朝
日
町
役
場

三
月
一
日
よ
め
十
一
月
末
日
ま
で

十
二
月
一
、
二
月
は
失
業
保
険
利

用

申
込
先

賃資
金格

十
八
才
よ
り
四
十
五
才
・の
男
子

月
牧
九

O
O
O門
至
一
二
、

0
0

0
円

（民
生
蹴
〉

4
E
E
ny

－nHU
 



l 実続しに

朝日町商工連合会の組織と機構｜ ：は出ては
｜ 現す祈毎
円；在る願年

愛川 員 長 中 会 会 O姻）会名松会名家員魚間 〈なとし山
湯前四小町民泊員名内楳（会）（会庄六 w工朝 Jお云な崎
賢盛五沢間山間ー会隣川会長将司会長初！日O賀 会 日 ：生う い村
二会名弥牒O工 O長）地員大保ぬ小田名古（町 I 存慣との
）（会） 会名会名 7.K境区八森商三林商会）会商 ：し例山米
道会長本（会は代島商（名政工O知工長桜員工 I てにが婚
下員 永町 会 長下表強工会会治会名行会高町三連 iおなあ成
商六見向民大町花）会員長〉（会）（桜商 O合らつれ年
盛 O俊足il!_q .ijZ商井野 （五大官 会 長 山 会 菊 工O会れて遣iが
会名裁 会 五 鉄 路 久 中 会 名 浜 崎 民 山 崎 以 援 会 名 は ！るい難初
（会）（名 治会義区員代秀前三木間四） （会、 、古た者登
会長荒会会）（〉〔ニ表勝工豆 捨コこO大会長泊老事が頂

（ぎ別査対て 朝桜色事JI.illi料泊料 か場法名員 ，で慎等の
伝お とI~ 併策は企臼町即日合品玄・品組れ楽人会三 ： あ重の 宮
町ん莱究 .J)l ii!!i町納告町会組妓組合るそ会員五 ：るに問に
商祭とぬ商毅 f民税制失事会組合に。の社は名 と研庖i依
工〈し絡工迎尚滋組税粂務 、合 、は 他、小会 ：思究もう
会泊 て 、 援 活 工 組 合 組 保 局 泊 、 同 制 で金売長うす決て
主商観位~万迎合 、 合険で飲泊配凶 普融版越 ι 。ベしも
｛雀工桜議 対針 合の火、事は食菓 j仮町 通菜売聞 きでは
）会 会陳策 、会 事 災 泊 務 迎 店 子 組 た ‘、、鉄 樋軽 つ
豊主，....＿ tr'1 、金の務共地組合組製合ば 法サ製治 め視き；………… こ 人 I造） てす り踊）合係通町議も泊納、事そ組泊組 、ピ業そ： 重 るし
り相会そ通策計当代税制務の合有合 組 ス 、の ： 要こて
（撲直の 仁； 、踊る理組日の｛也、［段 、 合築卸他 ； なとお
泊大笛他、税と 。所合町他尚一泊組問 に、業七； 謀なり
商会）特訓務し 、 、 背 に 工 衣 合 食 わ浴、五 幽 く 之

ゅ
一
郷
土
の
生
ん
に
逸
材
伊
東
彦
四
郎
翁
と

朝
日
町
の
行
政
区
劃
に
つ
い
て

朝
日
町
議
会
議
員

酒

井
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栄

よ
く
云
わ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
闘
敗
一
我
々
の
祖
先
が
子
孫
繁
栄
の
た
め
に
噂

れ
て
山
河
あ
り
と
、
財
源
に
乏
し
く
人
口
一

い
犠
牲
を
払
っ
て
碕
し
て
来
っ
た
足
跡
こ

の
多
い
わ
が
朝
日
町
で
は
山
岳
資
源
を
合

一
そ
不
動
不
滅
の
境
界
純
で
あ
る
、
過
去
に

む
町
土
の
総
合
開
発
以
外
に
生
き
る
道
は

一
於
て
住
民
が
労
資
投
入
の
努
力
を
払
わ
ず

な
い
。

一
し
て
隙
倖
に
も
科
学
の
進
歩
に
依
っ
て
予

戦
後
の
社
会
情
勢
や
税
制
改
北
平
等
の
推

一
矧
せ
ぬ
地
の
利
を
得
て
滋
利
会
社
が
現
代

移
に
依
り
お
互
い
に
其
の
所
属
の
な
す
り

一
の
機
賊
力
を
利
用
し
て
開
銀
し
た
物
資
輸

合
い
な
し
て
い
た
山
岳
地
部
が
故
直
政
治

一
送
路
を
以
っ
て
旧
来
の
挺
制
を
仰
視
し
た

力
に
物
を
言
わ
せ
て
各
地
で
み
に
く
い
争
一u
他
力
本
願
の
行
政
区
翻
叫
聞
を
主
掛
す
る

奪
戦
が
展
制
さ
れ
て
い
る
現
状
に
於
て
、

一
方
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
大
町
ル
1
ト

朝
臼
町
民
は
鋭
ら
く
政
治
力
を
結
集
し
て

一
や
黒
部
ル
l
ト
の
完
成
さ
れ
た
今
日
御
前

と
か
く
後
進
性
の
強
レ
ブ

μ
y
ク
と
一
広
わ

一
沢
の
ダ
ム
地
点
は
も
と
よ
り
東
谷
の
発
電

れ
る
苦
々
は
朝
日
町
繁
栄
へ
の
道
を
歩
む

一所
地
点
に
至
る
ま
で
当
然
大
町
市
に
帰
属

に
あ
た
り
わ
が
朝
日
町
議
会
が
中
心
と
な

一す
．
へ
き
で
あ
ろ
う
。

っ
て
い
く
多
の
置
製
施
策
を
抱
締
し
て
い

一

我
が
朝
日
町
山
崎
村
の
住
民
は
文
化
五

る
境
界
氷
定
地
の
設
定
に
会
力
を
あ
げ
て

一年
の
頃
か
ら
す
で
に
泊
町
の
荘
官
伊
東
彦

舵
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
四
郎
翁
に
従
っ
て
帯
平
副
聞
伎
の
命
を
受

付
奥
然
部
の
倒
有
権
は
制
日
町
に
在
り
電
一
け
加
賀
国
金
沢
域
の
修
築
用
材
の
伐
採
の

力
会
社
が
宇
奈

n
を
基
地
と
し
て
黒
部
川

一任
に
当
り
山
崎
村
の
小
川
端
泉
楽
師
山
か

の
電
源
開
発
に
着
手
し
た
大
正
の
末
期
ま
一

ら
北
文
谷
、

黒
薙
、
不
帰
岳
、
祖
母
谷
、

で
奥
黒
部
の
開
発
統
治
は
朝
日
町
に
合
併

一
ガ
キ
図
画
、
カ
ラ
松
、
仙
人
谷
等
恩
師
部
山

し
た
凶
崎
村
の
住
民
の
手
に
依
っ
て
行
わ

一
の
森
林
に
分
け
入
り
て
良
料
の
択
出
に
当

れ
て
い
た
こ
と
は
過
去
の
際
史
が
物
語
つ

一
句
続
い
て
御
山
谷
、
立
山
等
に
足
跡
を
印

て
レ
る
。

一
し
た
の
が
黒
部
開
発
の
は
じ
ま
り
で
そ
の

現
在
関
凶
電
刀
山
中
山
部
川
第
四
発
電
所
の
一頃
の
黒
部
、
立
山
の
往
来
は
刷
日
町
山
崎

間
定
資
産
税
を
め
ぐ
っ
て
－
Z
山
町
と
一
子
孫

一
村
羽
入
が
そ
の
基
地
と
な
っ
て
い
た
も
の

月
町
が
お
瓦
い
に
ヌ
の
所
民
を
・
玉
川
町
し
て

一
で
的
に
立
山
を
閉
山
し
た
佐
伯
省
紺
は
下

激
し
い
論
争
を
紋
け
て
い
る
が
川
也
の
東

一
新
川
の
人
で
あ
る
と
今
も
虫
山
町
古
老
の

一

谷
の
黙
四
発
電
所
地
点
は
も
と
よ
り
御
前

一
ガ
イ
ド
述
中
が
口
に
す
る
伝
訟
は
当
時
を

一

沢
の
ダ
ム
地
点
も
既
性
の
慌
安
を
泌
れ
ば

一
品
刊
誌
る
も
の
と
一五
え
よ
う
。

当
一
撚
制
臼
町
の
行
政
区
割
純
川
町
内
で
あ
っ

一

当
時
山
町
村
別
入
部
誌
の
全
住
民
は
猟

一

て
立
山
町
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
宇
奈
月

一
師
を
本
来
と
し
て
回
り
大
正
十
年
頃
ま
で

一

町
の
も
の
で
も
な
レ
。

一
黒
部
の
猟
川
崎
は
彼
砕
に
依
つ
ず
机
出
さ
れ
↑

た
ま
た
ま
肘
合
せ
た
附
一
定
住
民
の
吉
を

一
て
い
た
こ
と
は
幼
少
の
頃
丸
、
の
mm部
で
迎

一

俊
料
に
し
て
段
以
線
を
配
入
し
た
地
州
淵

一
脱
さ
れ
た
猟
仰
を
父
に
も
つ
不
事
な
同
級

一

世
附
が
発
行
し
て
い
る
五
万
分
の
一
の
地

一
生
の
あ
っ
た
こ
と
を
今
な
お
は
っ
き
り
と

一

同
に
依
っ
て
今
日
の
行
政
区
間
な
設
定
す

一
定
悩
に
掛
っ
て
レ
る
。

一

る
に
は
何
等
の
民
制
限
も
有
し
て
い
な
い。

一

ま
た
大
正
の
未
糊
ま
で
立
山
の
山
開
ぎ

一
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守
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υ
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H
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工
会
主
催
）
太
子
祭
（
朝
日
町
太
子
奉
讃

会
主
催
）
大
売
出
し
〈
地
区
商
工
会
主
催

）
照
明
コ
ン
ク
ー
ル
そ
の
他
商
店
照
明
診

断
．
前
演
、
講
習
会
金
融
斡
旋
、
税
務
研

開
な
ど
の
帯
円
成
指
導
を
行
’

1



一れ
に
あ
わ
せ
て
本
年
度
総
決
算
の
研
究
発

J
u訳
会
を
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。

－

一
当
日
は
約
百
六
十
人
の
教
職
員
が
集
り
各

大

家

広

で

農

村

健

康

訓

査

一

血
庄
、
内
科
、
耳

hm明
朗
、
眼
科
、
附

一分
科
会
に
分
れ
研
究
討
議
を
も
ち
、
更
に

二
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
出
何
健
康
前

十

科
、
脊
柱
わ
ん
幽
の
部
門
に
別
れ
綿
密

一
全
体
協
議
会
を
開
ぎ
音
楽
部
員
の
合
同
演

資
か
小
春
日
和
を
忠
わ
せ
る

f
天
こ
堕
ま

一
な
科
学
的
検
査
を
展
開
し
午
后
四
時
無
事

一葉
個
人
研
究
の
発
表
も
あ
り
和
や
か
な
う

p
t
t
F

一
終
了
し
た
。

一

れ
て
二
川
二
十
五
日
計
間
ど
う
り
実
砲
さ

一

・

一
ち
に
真
剣
な
発
表
討
議
が
行
わ
れ
非
常
に

れ

た

。

一

こ

の

結

果

先

き

に

調

査

し

た

寄

生

虫

検

一
盛
況
で
ゆ
め
っ
た
。

一
査
と
間
接
調
査
へ
刊
健
康
調
査
、

同

作

業

一

、

会
場
の
大
家
庄
小
学
校
で
は
二
十
四
日
一
の
状
態
、
的
生
活
状
態
、
調
査
対
照
千
百
一
肉
み
に

d
中
学
校
合
同
の
研
究
会
を
J

也つ

夜
急
行
日
本
海
で
か
け
つ
け
た
東
京
工
業

一名
）
を
併
せ
て
県
の
体
育
保
健
認
で
取
り
て
」
と
、
教
科
の
ほ
か
に
P
T
A
部
会
を
も

大
学
教
段
取
谷
間
す
を
陣
頭
に
。

一
ま
と
め
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

一
つ
こ
と
は
県
下
で
も
稀
で
、
同
研
究
会
の

成
果
は
県
下
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら

m
m休
合
保
地
課
長
引
・
払
さ
ん
を
始
め
、

一

こ
の
剥
究
の
中
か
ら
宮
山
県
休
背
の
今

一
！

1

2

F

れ
て
い
る
G

氏

側

団

六

名

後

の

進

め

方

に

新

し

い

指

針

が
生
れ
る
こ

一

智

大

研

究

繁

一

二

十

名

と

と

期

待

さ

れ

て

い

る

。

黒
部
保
健
所
及
び
刺
吋
支
所
全
員

I
2
3
I
P
3
j
t
t（

1
1
1
1

町
の
教
委
事
務
局
民
生
課
が
一
体
と
な
り

－

卒

業

主

を

お

く

る

地
元
小
学
校
、
体
協
．
綿
入
会
等
関
係
者

一

－d
f
－2
1
－

J

百
二
十
ゲ
引
が
全
力
あ
げ
て
の
協
力
の
も
と
一
壁
の
光
窓
の
雪

・・；
：
脊
浅
い
校
令
の
窓

に
男
六
十

一
名
、
女
八
十
九
名
を
対
附
に
一
か
ら
卒
業
の
歓
声
が
流
れ
て
く
る
。

十
六
才
か
ら
六
十
才
ま
で
年
令
別
、
設
業
一
今
春
町
内
の
各
学
肢
を
卒
業
す
る
の
は
小

徒
邸
年
数
別
に
午
前
十
時
か
ら
ぞ
く
ん
＼
一
学
校
七

O
三
人
中
学
校
凶
六
五
人
で
小
学

と
つ
め
か
け
た
検
診
者
と
絞
り
く
ん
で
、

一
生
は
そ
の
ま
L

中
学
陵
へ
進
む
が
、
中
学

結
核
、
身
長
、
体
長
、
胸
閥
、
視
力
、

一
生
は
進
学
に
就
般
に
家
庭
に
と
大
き
な
希

肺
活
世
、
背
筋
力
、
撮
刀
、
融
錨
度
、

一
曜
に
胸
を
ふ
〈
ら
ま
せ
て
学
窓
を
巣
立
つ

持
久
力
、
柔
軟
度
、
瞬
発
力
、

W
T
術
性

一
こ
の
若
人
の
本
・
業
と
前
途
の
努
幸
な
町
民

全
部
で
心
か
ら
祝
福
し
よ
う
。

当
町
内
各
学
校
の
卒
業
式
は

十

七

臼

境

中

泊

中

小

川

中

二
十
二
日
境
小
併
川
小

五
簡
庄
小
大
家
庄
小

宮
崎
小
泊
小

南
保
小
山
崎
小

あ
な
た
の
体
は
ど
、
つ
な
っ
て
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い
ろ
か
？

二
十
三
日

盛
況
の
研
究
発
表
会

朝
日
町
学
校
教
育
研
究
会
〈
会
長
岡
禎
一

）
は
二
月
二
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
泊
中

学
校
で
研
究
発
表
会
を
開
い
た
。

同
研
究
会
は
義
務
教
育
の
一
貫
性
と
教
育

効
果
を
め
ざ
し
、
小
中
学
校
の
八
教
科
と

道
徳
y
T
A
の
十
部
会
か
ら
成
り
毎
月
第

二
月
曜
午
居
合
同
研
修
を
縦
け
た
成
果
を

こ
の
程
「
研
究
紀
後
」
と
し
て
刊
行
、
こ

春

期火
災
予
防
週
間

三
月
二
十
五
日
か
ら

四
月
七
日
ま
で

乾
快
捌
に
入
り
火
災
蹴
官
級
の
発
令
さ
れ
る

臼
が
多
く
な
り
ま
す
。
務
抑制
が
出
た
ら
火

気
の
使
用
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

迎
動
制
問
中
に
全
町
の
火
気
使
用
設
備
の
，

査
察
を
行
い
ま
ず
か
ら
御
協
力
下
さ
い
。

サ
イ
レ
ン
は
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
鳴

り
ま
す
。

朝
七
時
、
晩
九
時
の
二
川

一

（
削
日
町
消
防
本
部
）

本
年
度
新
入
学
児
童
の

知

能

テ

ス

ト

行

な

わ

れ

る

朝
日
町
に
お
け
る
怠
年
度
小
学
校
へ
の

新
入
学
児
童
放
は
、
境
、
二
三
、
大
平
、

八
宮
崎
、
三
三
、
笹
川
、
一
二
、
泊
、
－

一
八
、
五
ケ
庄
、
四
三
、
南
保
、
三
一
、

蛭
谷
、
一
九
、
大
家
庄
、
六
五
、
山
崎
四

七
、
と
な
っ
て
、
昨
年
度
に
比
べ
る
と
大

き
な
変
化
は
な
い
が
、
先
般
泊
小
川
チ
校
に

於
て
は
コ
一
月
一
一
一日
桃
の
節
句
に
、
新
入
学

児
市
に
対
し
、
生
活
の
別
行
、

抗
字
能
力

数
の
政
・
ズ
方
の
能
力
、
阿
形
合
わ
せ
、
そ

の
他
各
留
に
一u．
る
知
能
テ
ス
ト
が
行
な
わ

れ
た
が
、
終
っ
て
か
ら
歓
迎
の
パ
ー
テ
ィ

が
開
か
れ
、
一

年
生
に
よ
る
劇
、
ダ
ン
ス

音
楽
、
遊
戯
な
ど
の
、
学
校
生
活
に
対
す

る
興
味
や
関
心
を
そ
L
る
よ
号
な
学
会
が

倍
さ
れ
た
。
帰
り
に
は
千
供
達
は
全
校
生

徒
が
作
っ
た
人
形
や
、
文
字
カ
ー
ド
、
お

面
や
お
東
子
な
ど
入
っ
た
大
雪
な
袋
を
お

み
や
げ
に
、
討
の
手
に
引
か
れ
て
帰
る
謹

一
は
早
春
に
ふ
さ
わ
し
く
、

ほ
入
え
ま
し
い

．
風
景
で
あ
っ
た
。

（
写
真
は
テ
ス
ト
の
一
コ
マ
）

乳
幼
児
一
斉
検
診
K
つ
い
て

乳
幼
児
の
体
位
は
年
々
向
上
し
つ
L
あ

り
ま
す
が
、
当
町
の
乳
児
死
亡
率
は
依
然

高
位
に
あ
り
ま
す
の
で
、
一
斉
検
診
を
通

じ
て
、
そ
の
保
健
指
導
の
一
環
と
し
て
、

左
記
の
日
程
で
検
酵
を
実
施
致
し
ま
す
か

ら
、
該
当
者
は
必
ら
ず
受
齢
し
て
下
さ
い

日失
、＂
己4
・・

① 2己
よ平し
りYL'.
－十 は
二日n
月平'11

十十
一四
日年
ま四
で月

①
幼
児
は
昭
和
三
十
二
年
四
月

よ
り
三
十
四
年
一二月
三
十
一

日
ま
で

月
十
五
日制

日

笹
川
乳
幼
児
検
診

午
后

一
時
よ
わ
三
時
迄

一
一
一
月
二
十
一
日
山
崎
乳
幼
児
検
診

午
前
十
時
よ
り
一
二
時
迄

一
一
一
凡
二
十
一
ニ
H

五
ケ
庄
乳
幼
児
検
診

午
前
十
時
よ
り
さ
一
時
迄

三
月
ご
十
主
目
前
保
乳
幼
悶
検
診

午
前
ボ
時
よ
り
さ
時
ま
で

三
月
二
十
八
日

宮
崎
乳
幼
児
検
診

午
后
一
時
よ
り
三
時
ま
で

官 五 官i;
111母ケ川場
公庄診
民公療所
:W：民所

~·· ;1'[f 

山
崎
連
絡
所

南
保
会
民
間

昭
和
三
＋
五
年
度
第
一
次

自

衛

官

採

用

＠
応
募
資
栴

年
令
、
前
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満

の
男
子

浮
力
、
中
学
校
定
業
担
陀

＠
採
用
試
験

経
記
、
口
抗
、
身
体
検
査
（
一
日
間
）

四
月
下
旬

＠
入
隊
六
月
下
旬

＠
待
遇

二
等
陸
海
空
土
に
任
命
、
初
任
給
｜
六

四
O
O円
、
諸
手
当
l
営
（
艦
）
内
居

住
、
被
服
貸
与
、
食
事
支
給

＠
受
付

一
一
一
月
一
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で

役
場
総
務
課
又
は
富
山
地
方
連
絡
部
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ユ
l
リ

ツ
プ
栽
培
い
つ

て

ω 
チ

昭和3.5年3月20日発行

世
界
の
先
進
国
家
、
文
化
同
家
と
一
E
わ

れ
る
固
に
は
国
家
と
ん
え
に
そ
の
国
の
象
徴

と
な
る
国
花
が
あ
り
ま
す
。
我
が
日
本
に

は
君
が
代
の
同
家
と
共
に
似
が
国
花
で
あ

る
こ
と
は
既
に
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。
チ
ユ

1
リ

γ
プ
は
そ
れ
と
同
じ
く
富

山
県
の
県
花
で
あ
り
県
を
象
徴
す
る
花
で

あ
り
支
す
。

朝
日
町
に
は
別
記
の
慨
に
相
当
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
栽
絡
の
適
地
が
あ
り
ま
す
の
で

農
業
経
営
改
善
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
も

立
輸
出
農
濠
物
と
し
て
外
貨
を
階
得
す

る
方
策
に
も
是
非
栽
培
を
奨
励
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
唯
栽
培
す
る
に
は
種
々
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
袋
件
と
大
体
の
作

り
方
を
簡
単
に
書
い
て
見
ま
す
c

付
栽
培
適
地
は
砂
質
壊
土
で
理
水
宝
排

ひ

も
球
根
組
合
を
盃
じ
な
い
と
眼
売
出
来
な

い
尚
一
反
歩
以
下
は
准
組
合
員
で
あ
り
－

反
歩
以
上
が
正
組
合
員
と
な
る
。

的
肥
料
代
は
大
し
た
問
題
で
な
い
大
体

稲
作
程
度
で
す
か
ら
皮
当
三

O
O
O円
位

で
す
。

帥
労
力
は
反
日
五

O
t
六

O
人
稼
で
す

刊
疎
の
大
き
さ
は
周
囲
の
長
さ
で
云
い

販
売
球
は
問
問
十
二
併
以
上
A
級
品
、
十

一
一間
が
nn
級
品
、
十
容
が
C
蔽
品
で
あ
り

こ
れ
以
下
は
販
売
出
来
な
い
。
こ
の
C
級

品
を
納
え
て
も
い中川
年
は
十
二
鞠
球

－
個
Lι

外
に
三

t
五
伺
の
小
戎
が
と
れ
る
か
ら
大

体
太
る
割
合
は
二
、
主
的

t
一
二
倍
位
に
な

り
ま
・
す
今
仮
り
に

一
O
一昨梢
付
汁
た
ら
五

年
自
に
は
一
一
片山
歩
主
た
る
。

ω作
り
方

、口
早
ルニ稲
刈
取
後
土
を

耕
起
し
て
直
ち
に
風
化
す

る
こ
の
時
．
石
氏
を
反
当
五

o
j施
す
こ
と
そ
の
没
偲

付
け
ま
で
呂

t
w一同
耕
担
し
て
嵐
山
す
る

第
二
1
一目
の
咋
・氷
川
バ
ヨ
こ
っ
！一ニ
ヲ
／

砲
す
あ
と
は
耕
起
，
一
～
げ
で
よ
い
ν
。

加
納
付
け
は
十
リ
下
旬
で
す
か
ら
納
付

け
の
一

沼
間
前
に
川町
巾一
ニ
い
ヘ
ニ
寸
府
巾
一

い
ん
へ
寸
と
し
と
酔
に
な
る
包
の
七
を
約
三

分
の
二
ど
け
持
に
な
る
ミ
へ
寄
せ
鳴
っ
た

・1
に
肥
料
を
地
し
て
良
く
切
り
ま
ぜ
る
。

把
持
主
流
夜
、
凶
行
、
流
捻
加
悦

へ古川心
i
b

i
－
－3
1
1

j
一

1

1
；
1

・
；
1

加
引
は
い
け
な
い
〉
の
化
学
肥
料
だ
け
で

良
い
。
但
し
前
作
の
早
氾
稲
に
は
む
非
地

厩
肥
を
反
当
別

O
G
J一九
O
Oメ
浴
し
て

ほ
し
い
。

命
、納
付
的
に
必
ず
ル
ベ
ロ
ン
八
O
O倍

液
に
＝
一O
分
消
毒
し
℃
五
寸

t
六
寸
間
隔

に
植
付
け
瀞
へ
寄
せ
た
土
で
斑
土
し
ま
？

波
土
は
大
体
沫
の＝一
俗
で
す。

さあ
水
の
良
好
な
然
も
肥
、J

ん
た
処
、
特
に
四
月

及
五
月
上
旬
の
乾
燥
す
る
時
は
法
く
部
水

す
る
必
要
が
あ
り
、
又
五
月
下
旬
以
後
収

種
ま
で
は
絶
対
水
分
は
良
く
な
い
の
で
完

全
に
排
水
さ
れ
る
こ
と
メ
ペ
司
で
あ
り
ま

す
。仲

土
の
風
化
が
大
切
で
す
か
ら
早
生一悩

跡
が
望
ま
し
い
然
も
同
作
（
攻
防
慢
は
大
体

六
月
下
旬
〉
は
水
稲
を
栽
培
す
べ
き
で
す

か
ら
述
作
出
来
な
い
の
で
二
倍
の
栽
培
可

・能
地
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

同
最
初
は
五
坪
で
も
十
坪
で
も
良
い
が

将
来
は
一
反
か
以
上
の
栽
培
が
川
町
一ま
し
い

そ
し
て
少
く
と
も
十
ヶ
年
以
上
は
被
培
を

続
け
て
ほ
し
い
c

制
門
坪
当
り
七

0
1
一
O
O球
Mm付
け
る

一
球
五
円
J
十
円
で
す
か
ら
坪
当
り
簡
球

代
五

O
O
H
J
八

0
0
円
の
資
金
－
が
必
要

で
す
。
伺
県
の
球
桜
組
合
に
加
入
し
な
い

と
種
疎
が
購
入
出
来
な
い
又
販
売
す
る
に
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①
割
引
春
三
月
上
中
旬
雪
ど
け
と
同
時
に

木
灰
反
当
二

t
三

o
j施
す
。
木
灰
以
外

の
追
肥
は
禁
物
で
す
。

①
野
凶
刑
が
好
ん
で
食
害
す
る
か
ら
充
分

警
戒
を
要
し
ま
す
の

①
四
月
上
旬
か
ム
葉
が
伸
び
始
め
る
か

ら
病
害
予
防
に
薬
剤
を
十
日
位
毎
に
四

t

五
回
撒
布
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に

病
妹
の
ひ
ど
い
も
の
は
速
か
に
披
き
捨
て

る。平十五

控一

国
一
流

O
反

山

四

0
．反

町
ニ
O
O
反

ニO
反

野

四

O
反

山
ニ

0
0．良

野

七

O
反

i♀殿金長月草

荒
れ
果
て
た
戦
後
の
国
土
を
録
化
せ
ん

と
す
る
運
動
が
展
開
さ
れ
て
か
ら
も
う
十

年
目
を
迎
え
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
山
も

街
も
家
庭
も
だ
ん
／
＼
緑
化
さ
れ
て
来
た

こ
と
は
識
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す

今
年
も
四
月
一
臼
よ
り
－
大
国
民
運
動

と
L
て
・
緑
化
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
が
木

「
I
l
l－
材
需
給
の
改
善
、
治
山
治
水
の

一、
つ

一
一
由
か
ら
誠
に
結
構
な
こ
と
で
あ

一

一

り
観
光
、

保
健
衛
生
の
上
か
ら

一
L
ふ

一
も
益
す
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大

一
7
し
一

き
い
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
三

一
L

、
一
十
五
年
度
に
朝
日
町
ポ
造
祢
を

一
セ
a

一
割
当
さ
れ
た
面
積
は
七
四
町
七

一
1
L
一
反
歩
の
大
き
な
面
積
で
、
こ
の

一

〔

一

面
積
消
化
に
つ
い
て
は
町
民
各

一
不
定

一
位
の
よ
り
一
一
層
の
協
力
が
な
く

一

h
ソ
一

て
は
全
植
栽
完
遂
は
と
ろ
て
い

一
ト
？
一

出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
の
で

一
七
日
一

谷
自
の
財
産
を
造
成
す
る
気
持

一
？
、
一

か
ら
特
と
御
協
力
を
お
願
い
す

一

μ
一
る
も
の
で
あ
り
ま
ず
。

一．
j
l
－

来
る
緑
化
週
間
に
呼
応
、
今

一
院
阿

一
年
も
左
記
に
依
り
苗
木
則
売
会

一

一

を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、

せ
い

ぜ
い
御
利
用
下
さ
れ
、
山
に
街
に
家
庭
に

一
・へ、

一
本
必
ら
．
ナ
必
殺
刊
し
ま
し
ょ
4
0

一、

日
時
・
四
月
一
日
ご
日

午
前
九
時
よ

h

雨

天
決
行

二
、
湯
所

朝

日
町
役
場
前

一二、

共
催
下
新
川
地
区
林
業
改
良
普
及

協
会
朝
日
町
議
杭
組
含

四
、
後
躍
下
新
川
悶
刑
事
務
所

朝
日
町
役
均

五
、
即
売
会
樹
首
及
規
格
設
単
価

＠
庭
園
樹

樹

関
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帯
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銀
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貝

原

伊

吹

き

ち
ゃ
ぼ
ひ
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⑦
四
月
下
旬

t
五
月
上
旬
開
花
す
る
か

ら
満
開
の
時
措
花
し
ま
寸
以
内
摘
花
後
も
二

J
三
回
薬
剤
撒
布
が
必
要
で
す
．

＠
土
が
昨
一
上
ま
で
哀
自
に
乾
〈
様
な
乾

燥
状
態
に
な
っ
た
ら
朝
早
く
日
の
出
前
に

講
に

一
寸
伎
潅
水
す
る
但
し
こ
れ
は
豆
月

と
旬
ま
で
で
そ
れ
以
後
政
．
種
ま
で
絶
可
水

は
禁
物
で
す
。

⑪
六
月
下
旬
球
が
・
叫
l
八
割
栗
色
に
色

付
い
た
ら
晴
天
の
日
煽
り
取
り
直
ち
に
根

を
は
ぐ
し
水
沈
い
消
穫
し
て
乾
燥
す
る
出

来
る
だ
け
早
く
乾
す
こ
と
か
大
切
で
す
。

⑪
八
月
以
後
は
な
る
べ
く
涼
し
い
処
で

十
月
下
旬
の
植
付
け
ま
で
貯
蔵
し
ま
す
。

貯
球
適
温
は
C
十
八
支

t
二
O
史

以
上
大
体
の
作
内
方
で
す
。

栽
培
希
望
者
は
四
月
米
自
ま
で
に
役
場

産
業
諒
又
は
普
及
所
へ
申
込
ん
で
下
さ
い

栽
培
適
地
推
定

舟
川
新
ニ
0
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山
新
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枚
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世
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反
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菅
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え
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八
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膚
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日
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梅
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＠
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木
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木
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よ
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に
し
．
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乙
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椿

八

O

ば
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〈
四
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き
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一
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柿
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菊
水
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十
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（
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久
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桃
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四
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ろ
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四
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金
紺
（
宍
付
）
穴
C

泊

柚

千
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i
普
通
み
か
ん
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唱
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八O

＠
山
行
首

一一一口

ナ

ぎ

荷

心

間

口

日

本

附

き

舌
外
に
鉢
物
で
都
相
、

八
。
五
楽
松
、
献
飲
咋
十

舌

四

種
も
あ
り
ま
す。

苫
又
即
売
・
本
数
に
制
限

八
口
が
あ
り
ま
す
の
で
平

一
吉
自
に
お
越
し
干
さ
い

回
。
ぃ
ム
t

回
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